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楡蔭 80号の発刊に寄せて

元附属図讃館長（名菅教授・ Jじ北拇道大学長） 今 村 成 和

附属図書飴館報“楡蔭"1巻 1号は， 1967年 1月 30日に発打されている。それから 20数

年を経てこの度 80号を発刊の運びに至ったことはご同慶の至りである。だがそれにもまして

昌はしいことは，図昌館業務の電鉢化の息速な進展に伴い，図書館活動に新時代が到来したこ

とが，ここ数年来の楡蔭の紙面にもはっきりと現れていることである。尤も現役を退いてから

久しい私にその空気を何処まで適確に捉えることが出来るかは甚だ疑間であるが，かつて図書

館業務の近代化のために，当時の図書館委員や図書陪の専門職員諸氏と共に無い知息を振り絞

って苦聞した昔のことが，懐かしく思い出されるのである。

仏は 1965年 10月に附属図喜餡長を命じられたのだが，図書館はその年の 6月に近代的設

備を整えた祈館（これが現在の口書陪である。）の竣工式があったばかりのところで，その全面

開館が行われたのは，翌年4月のことであった。

］こから総合大学にふさわしい口囚陪を初めて持つことになった北大が，それをどう活用ず

るかを真剣に考えねばならぬこととなったのは号然のことであったが，折から日本学術会議が
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楡藍

「大学における図畠館の近代化について」と題する勧告 (1964)を行ったことからも知られるよ

うに，皇時における牧が国の図書館機能の立遅れは甚だしくそこからいかにして脱却すべきか

を考えることは，各大学にとっての共通の課題ともなっていた。更に， 1968/9年に吹き繭れた

大学改革の嵐は，図書館の改革をもその重要課題の一つとするものであった。

このような重なる機運を背景に，我々は，図書館の果たすべぎ役割を理論的体系的に再認

識すると共に，その機能の充実のために積極的に取り組むことを始めた。楡蔭の発行もその一

つであったが， 当時私の作成した次の文書 (1)北海道大学附属図書誼報告書 (1966)一学長

の交替期に， 祈任の学長に提出した現状報告とその間岨点の指摘， (2)附属図書誼の整備と改

苦の動きについて一北面道大学附属図書館白書 (1968, 楡蔭2-1), (3)大学図書館改革への途

(1970, 楡蔭 Ex.ed.)一国立大学図書館協議会“新しい大学図書鰍像”特別委員会委員長として

作成したもの， (4)北悔道大学附属図書賠報告書 (1971,楡蔭5-3/4)一新任の学長宛提出。趣旨

は前回と同じ， (5)北海道大学改革検討中間報告（図書館に閃すること）一北海道大学改革検闘

委員会第 1-2専門委員会（他の委員との分担執筆。 1972), (6)北而道大学改革検討報會（図書

館に関すること）一同上専門委員会 (1973)なとは，何れも私の棺長在任中（ただし (5),(6)は退

任後一委員として執筆）に，牧々が，何を閏辺とし，何を目標に努力してきたかを詳しく示す

ものとなっているのである。

1987年 3月20日付けの， 飯田正一委員長の下でまとめられた「北悔道大学図書仇官将来計

両中閲報告」（楡蔭 No.72)は，その冒頭に上記 (3)の文皐を引用して，そこには「『大学改革

の日標は，研究と教育の場としての大学が，その社会的使命を庄成するための方迄を追求する

ことにあり』，『大学図書附の改革は大学の共有財韮である I叉1古が，学間をよす者の総てに開放

され，利用されることに役立つ凶畠館を作り上げてゆくことにあり』と述べられている。そし

て図書俯近代化の王役は電算機にあることを示唆している。」ことを指摘し，「爾来北而直大学

の図書館電算化ぱ着実にその歩を進めている。」としてその成景に某づく閂書陪の将来計画を

示している。 20年前には一つの夢に等しかった図畠館業務の全面的電鉢化の吐代が追に到米

し，それに見づく符来訃両の中で改めてこの文章が想起されることになろうとは，仏としては

息いも寄らぬことであった。

それと共に楡蔭のこの号には，当時の大野公男附屈図書誼長がこの中間恨告について辿ベ

た文章が載せられているが， その中で特に印象が深かったのは， 日付属図書館の真任者の立場

から見て，特に重要と息われる点（の）第一は附属図書陪か人文・社会系研究・芋苦区l』陪と
しての機記を景たすことか期待されているということを図書餌委員会としては初めて明示した

ことである。 この構想は遠く昭和 41年に今村元図書館長の“報告書”の中に現れて以来， 図

書館の基本構想の一つとされながら，私の知る限り現在まで図書館委員会の“認知”を受ける

ことなく経過してぎたものである。私としては， この中間帆告にあるように，文系学噌〖等の御
提議に藍づぎ，その研究・教育の特i生に応じた最適の条件を整備して，賓料の移管とよ務の統
合を果たしたいものだと念顔している。」と記されていたことである。

然し実をいうとこれは， 祈図』館建設の勁檬てもあったもので（楡薩 1-5, 横山尊紐「北

而道大学附屈図書誼改築の経緯について」参照），じの誼長就任に院しうしず虹固したの応この間

題であった。 然し新書印に， i人・託・文 3学邸の反l直約 15万冊を移しその管理換えを実鳳す
ることが出来たのは，畠＜祈□雲i麿閲附直罰のことで（愉蔭 1-2,5頁）これとてい去学部区IJ]
の全面移管を別とすれば学部口書の一部の移管に過ぎないものであった。しか心それさえも多

くの困聾を伴う作業であったことは，当時の附属図占館青務部長であった付田豊雄氏の退官の
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弁「国』館の 2年間」（楡貼 1-2)の中にも触れられているか， ここではそれを緑返す必要はな

い。それより出，これに伴い関係学部から図書掛定員の一部（多いところでは全部）が移され

たお蔭で，その後の定員削減にも拘らず図書賠においては，「改革への着手が，改革そのものを

枚った」という証言があることも（「附属図書館J秋月俊幸試筆分。北大百年史。部局史 (1980)

1366頁）忘れられないことだろう。

だが図書館がこれに満尼していたわけではなく，払も (ll以来躁り返しこの間題を取り上

げ，又 (6)の北海道大学改革検討報告でもその必要を属いているのである。然るに，それが容

易に実現しないで来たことの背景には，研究用図書の集中管理か分散管理か，という大学図書

陪に特有の問題があった。

図古の公共l生という観点からは，集中管迎が理想的であるには進いないが，そのために

は，研究者のiリI究上の利用に支障を来たさないための図書朗側の充分な配慮とこれに対する研

究者の理解と協力が必要なのであって，これによってその機が熟さない限りその実現は容易な

ことではないだろう。

たから電算横の導入を中心とする学術情報管理の飛躍的改善が実場するにいたった今日で

は，この目原にはこれ迄にはなかった現実性が認められて来たのではなかろうか。将来計両の

帖論をまとめた“提rゴ”の中に人文・社会系研究学沓図書陪の構屈が初めて“明示”されたと

ぃリのもこのことと無閃係ではないだろう。

大野前館長は又，図青誼将来計画中間恨告の中で「特に重要と思われる，点」の「第二は理

系分箪の設償という計両が初めて捉案さ九たことである。」と指摘されている。これ心 (6)の改

位検討恨古の中では， 「主として日然系についてぢえられる専門分野別図』館については， こ

れを究極の日椋Jとするにととまっていたもので，ここに出 10紋年の歳月の隔たりがある。

その後における図書賠の動ぎは）大野前陪長の「思い出のいくつか」（楡蔭 No.78)などに

も記されているが，糾刊以来今日に至るまでの“楡蔭”の晶事は， 20数年来の一貫した図菖館

改革の流れが，五時とみにその勢いを増している事実をよく示しているように忍われる。 I頒わ

くは，凶贔餡と共にその勢いを今後も永く紘けられんことを欺待してやまない次第である。
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● 資料紹介

O大型コレクション

『インド中央・地方立法府資料集』について

文学部教授 高 畠
i 稔

このたび附属図書館に収蔵された『インド中央・地方立法府資料集』（マイクロフィッシュ）

は， 1854年から 1947年までのイギリス領インドの中央及び地方 13州の議会の議事録である。

この間に州の統廃合• 新設，制度改革による議会の公式名称の変更，二院制の採用等による変

動があったが，議事録はそれらの異動に対応するかたちで整理されている。また州議会議事録

の始期は 1862年，終期は州によっては 1939年，遅くて 44年までである。 これらの議事録の

原本はロンドンにある「イソド省文書館 (IndiaOffice Records and Library)」に保管され，

研究資料として公開もされているが，出版刊行されたものではない。議事録を閲覧したい研究

者はテムズ河畔の文書館を訪れて，議会別，年次別に綴じてある大型の分厚い記録を，鉛筆片

手に一文書館ではインクはボールペンといえどもご法度である一緬読するほかはなかった。そ

れが日本国内で利用できるようになったことは，ただただありがたいというほかはない。

これらの議事録の史料価値を知るために，イギリスのインド支配組織の発展史を要約して

おこう。支配組織構成の基本法は 1772年以来イギリスの国会制定法一1935年までに制定され

たそれらの基本法を「インド統治法」と総称してよいーとして与えられることとなったが，そ

れに基づいて任命される総督及び各州知事のもとにはそれぞれ一定数の人員をもつ参事会がお

かれ， それらの参事会が改組されて 1833年から行政・ 立法の 2参事会制が採用された。 この

立法参事会議員は，はじめはイギリス人の官僚のみであったが，のちにイギリス人の民間人，

やがてインド人が官選議員として加えられ，さらに議員民選制が尊入され， 1919年法では制限

選挙ながら議員の直接選挙制度が採用されるに至った。しかもこの法律によって，州には限定

されたものではあったがインド人による行政府が発足することとなり， 1935年法ではインド人

によるおおはばな州自治が実現された。

植民地国家は宗主国の主権に従属し，内部においては行政府が立法府に優先する。議会政

治の体裁だけは整えられても，議会の権能と議員の議会における権利とは制約されていた。た

とえば，議員は予算案について質問はできても，議会の票決は行われないとか，行政府には議

会の票決を覆す権力があるとか，植民地自治の内容は民主主義とはおよそ無縁であった。しか

しそれでも議員たちはそれぞれの信念なり情報なりに基づいて，当面の政治課題について行政

府または同僚議員たちとさまざまな討論や意見交換を行っていた。それらの論議をとおして，

特定の時期の特定の間題についての多様な状況認識のありかたが，具体的に理解される。とく

に立法過程については，最初の法案が読会ごとの討論による修正を経て最終的に制定されるま

での経緯を，克明に知ることができる。植民地インドの広義の政治史を研究するうえで，議事

録がきわめて有力な史料となることは，この程度の簡略な説明でもご理解いただけるであろう。

もちろん，議事録が唯一の史料というわけではない。問題によっては，行政府の側が任命

した各種の調査委員団ーなかにはイギリスから派遣された勅任委員団も含まれる一の報告書が

不可欠である。インド人の政治団体の記録文書，政治家・行政官その他の自叙伝・書簡• 日

記・備忘録，新聞・雑誌など，研究課題によって必要とされる史料は多種多様である。しかし
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ながら，議事録を路まえることでそれ以外の重要史料への目陀りもでぎるようになるはずであ

る。議会はあらゆる政治諜むがと応かくも論試される場であったからである。なお，藩三田は

自明のことながら語議会の所責事項ではないので，議事録には合まれていない。

ところで，この厖大な『立法府資料集』を前にして筆者がもっとも懸念しているのは， こ

んごどれほどの若い研究者が南アシアの近。現代史に原典史料から収り組もうとするのか，と

いう間題である。この領域の研究には南アジアの代表的な言語の習得が不可欠ではあるが，そ

れらの言語による文献を脳本史料とする分野は，相対的にはまだ狭いといってよい。英語文凧

が覆うことのできる分野の研究を進めながら，語学にも力を入れて行くのが，当面はもっとも

効率的であろう。言語の習得から現地謁査に進むのも，研究領域によっては必要なことである

が，歴史研究のばあいにはまず文献史料によって某礎を構築し，それから現地入りをして出充

分にまにあうであろう。ともあれ『インド中央・地方立法府資料集』が全国の若い歴史研究者

に活用されることを期待している。

O平成元年度特別図書購入費で購入した資料

Moslem World. Vols. 1-37 (1911-1947) Muslim World。Vols.38-77 (194.8-1987) 

（ムスリムの他界）

イスラム教と酉アジア・北アフリカの文明・社会 a 概史に関する学術研究誌。

3arrHCKH I1cTopHK0-1>HJIOJIOrH如 CKOroq冶KYJibTeTaC.-I1eTep6yprcKoro YHrrBepcrrTeTa. 

1-133 (1876—1916) 

（ペテルブルグ大学磨史・文学紀要）マイクロフィッシュ

19枇紀餃半から革命にかけての時期，ロンアのアカデミスム文学研究は，革命以降フォル

マリズムヘと至るロンア文芸学の成立に通じる悶かな業績を草げた。ペテルブルク大学で教鞭

を執った A.H.ヴェセロフスキーなどはその代表りな例である。木責料はこうしたロンアア

カデミスム文学研究を知るための一次資料である。

Journal Officiel de la Republique Fran≪;aise. 

・Lois et Decret. 1970-1979. 1981-1982. 

・Debats Pa:rlementaires. 1947-1961. 1969(1)。 1978—1979 (1-40)像

（フランス官報 法令・政令の部，議会議事録元老院の部） マイクロフィルム

わが国の官恨にあたる政府刊行物である。フランスにはわが国の法令全書にあたるものが

ないので，他の法令集に収録されていないものでも法令・政令等は当タイトルの資料に拠れば

必ずあたることが出来るものとなっている。また，立法凸捏資料として翡IJ定にいたる任心を知

る資料である。

群是市町村是調査資料 全 13リール マイクロフィルム

明治末期の地減産蒙，生活，教育に団する調査資料。

児童文化叢書 第1-2期

児童文学，児童文化に閃する戦前の刊行図書心資料。第 3期は言語文化部で所蔵。

朝鮮総督府官報 1910年8月-1945年 8月（索引 5冊付）

1910年から 1945年まで36年間に及んだ日本の朝鮮総督府の官報であって，もちろん日本

文であり， 日本統治下朝鮮の政治，経済，行政，法律，社会，産業，教育の全般にわたる，最

も基本的な重要資料である。
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刊行物案内

「日本北辺関係旧記目録（北海道。樺太。千島・ロシア）」

附属図書館北方資料室では，同室に所蔵している江戸時代から明治初年の北辺地域に閃す

る写木，木版木を龍理し，このたひ表記のような冊子目録を刊行した (B5版，縦2段組L167

ページ）。この日録の編集に院しては，内容の充実をはかるために他の横関や個人所蔵者の陽カ

を得て北大本の欠を補うことに努めたので，この中には写真複写や電子複写による複製本も各

数合まれている。すでに刊行されている闘刻本や影印木などもできる記げ収録した。全休は叢

書，地誌紀行，歴史，アイヌ民族，千島列島，カラフト島，外国関係などに大別され，罰分伍

の中はおおむね旧記の成立年代順に排列されている。各資料については書名，著編者，成立年，

写本版本の別，丁数，サイス等のほかに，箇箪な阿容説明を記し，巻末には書名と著編者の素

外が付されている。

ここに収録した旧記類は北辺責料のごく一部にすぎないとはいえ，当該の時期の蝦夷地に

閃する主要な文書や記録の多くを含み，北辺の地理謁査やアイヌ・ナロヅコ・ギリヤークなど

北方民族についての記述，ロジアに関する情報など出少なくない。近年は北太平洋地域の歴

史・民族学・言語学などへの間心が国際的に高まりつつあるが，この目録が今餃のわが国にお

ける北辺研究のために大いに活用されることを期符したい。なお，この日録は全口の大学ぞ公

共図書餡， I専物館の応か北海道内の市町村などに配布したが， 1月々の研究者のためには北面道
大学図書flj行会による胃fljが予定されている。

「ペルンシュタイン。コレクション目録」，

「ワイマール期ドイツ保守革命～アルミン。モーラー文庫目鰈」，

「ゲルシンスキ文庫目録」

このたび， f胃和59年度全国共同列川図書闇入費およひ昭和63年度外国学術図書購入費に

よって入丁したコレクションについて，表記のとおりそれぞれ冊子日録を刊行した。

レオン。ベルンジュタイン (LeonBernstein 1877-1962)は，「ブンド」の創立メンバーの

ひとりで，後パリに亡命してシャーナリストとして活躍した。 10月革命後はボリシェヴィキ政

権に反対して政治活動から手を引ぎ，執筆活動のかたわらアムステルタムの国際社会史研究所

パリ通信員となり資料収集に貢献した。本コレクションは，彼の深い見識のもとに収集したロ

ジア革命運動史を中心とするロシア史， ロンア文学 0 口、／ア文化に関する貴重な資料約5,000

点を収録している。内容に閃しては本誌65号および北大時報388号にスラフ研究セソクー教

授尺谷川毅先生によって詳しく紹介されているので参照願いたい。

アルミン・モーラー (ArninMohler)は1920年生れのスイス人ジャーナリストで， 大学

の教壇に立ったこともあり，シャーナリストとしての感覚と学者としての］賢質をあわせもった

著述家である。本文印には，モーラーが生涯の大半を費やして収化したワイマール共和国間代

の息想運動「保守芋命」に閃する汽料約5,300冊が収録されている。

ヘンリク。ゲルシンスキ (HenrykGierszynski 1845-1930)はボーランドの医家であった

が，若くして政治活動に入り， 1863-64年の対ロシア民衆蜂起，いわゆる 1月蜂起に参加，以

後亡命活動者の生涯を送った人である。本文庫には，ユゼフ。ピウスツキに指湾されたボーラ

ンド社会党関係の存料を中心にポーランド独立運動，社会主義述動に関する図書，パンフレッ
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トなど 2,500点余が収録含れている。

モーラー，ゲルンンスキ両文庫については，本誌 75号に法学部教技今升弘道，スラブ研究

センター教投伊東孝之両先生によって紹介されているのでそちらを参陀願いたい。

これらの目録刊打を機に，それそれの資料がひろく学内外の研究者に活用されることを期

行したい。

0 電算化ニュース

〇ンステム部会報告

〔ジステム管理部会〕

、ド成 2年度第 1回（平成 2年4月25日）

。CLARKシステム改善（標準バッケージ化）について

NECから提案された大規模大学図書飼ジステムを標準パッケージ化の方針に閏して検討

した。‘／ステムの絣持管理等将来的にもメリットが大きいと思われるので， CLARK改善焚求

という形て標準／ステムヘの提案を行うこととした。標準化への検詞作業は管罪部会及び主務

担‘均者で日録班，雑誌班，サービス虹，受入班の四班に分け行うこととした。

平成2年度第2回（平成2年 5月 18日）

・CLARKシステムの改善（棚咄パッケージ化）について

n緑正，雑誌班，サービスi;J『，受入町の各『［乳止の検誡鈷景を全休として主とめたものが
椋準システムヘの提案の原案として捉出され， 1部修正を加え了承された。

杓成2年度第 3回（平成2年6月11日）

・CLARKシステムの改曹（原準パッケージ化）について

慄摩ンステムヘの提窒について NECからの回答を検討し， 図書菜籾電靡化委員会へ帳告

する北大側対応原案をまとめた。

〔雑誌情報システム迅用部会〕

平成2年度第 1回（平成2年5月 11日）

・CLARKシステム（雑誌）改苦案について

椋準化への検討作業で，雑誌班で収りまとめたものを討議した鈷景，更に 5項日を追加す

ることとした。

［サービスシステムi璽用部会〕

平成 2年度第 1回（平成2年 5月 10日）

・CLARKンステム改善案信の作成について

停準化への検討作業で，サービス班で獣り主とめたものを討試し，祈たな嬰求を加えサー

ビス部会としての改善案をまとめた。

．糾究室貸出図書リストについて

例年どおり 5月中に打出すこととし，今回の担臼部局を決めた。
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楡蔭

図書館統計平成元年度

部局別蔵書冊数

（平成2年 3月31日現在）

- .. 

部
局

区•ー•

~ ~ ~ ~ 

分和書汁喜合計
ー← 一

' '  

備 左
フ
ゴ
4

7
 
剖

古
い

p

>
け

F

£

ー

サ

n

宿t
ん

立

n

立
い

1
,
L

分

学

学

書図

学

学

学

壺

育

済

属附

教

文

教

法

経

理

医

歯

薬

工

農

学

学

学

学

学

部

郊

部

部

祁

部

部

部

学

学

.,.,,, 
計
J

医

産

、
＿
ヽ
，
＼
夜

凶

1
1
J
1
戸；；孔文化部

環境叶学研究叶

低温叶学研究所

応用電気研究所

免疫化学研究所

触媒化学研究
センター

スラプ研究センター

大型計算機センター

事 務 局

医視技術短期大学部

474,778 

115,633 

93,013 

69,910 

(65,753) 

60,148 

45,781 

79,724 

14,673 

5,231 

172,521 

194,213 

10,116 

73,391 

15,855 

(17,807) 

10,421 

6,916 

5,568 

1,135 

3,149 

(2,509) 

1,570 

902 

1,824 

18,921 

362,820 

66,713 

117,18,1 

27,302 

(118,976) 

47,898 

138,814 

104,803 

14,473 

14,150 

H0,750 

107,966 

20,826 

45,591 

8,HO 

(53,591) 

5,119 

16,009 

16,175 

6,514 

10,655 

(39,477) 

12,937 

1,579 

156 

2,920 

837,598 法学部を含む

182,346 

210,197 

97,212 

(184,729) 

108,046 

184,595 

184,527 

29,146 

19,381 

313,271 

言語文化部を含む

附属図書館所蔵

情報処理教育センクー，実験生物セ
ンター含む
附属病院，アイソトープ総合センタ
ー含む

附属病院含む

規器分析センクー含む

302,179 附属恨場，附属演習林含む

31,272 

118,982 

23,995 

(71,398) 教茜分館所蔵

15,540 

22,925 

22,043 

7,949 

13,804 

(41,986) ( )内は管理換したものを合む数

14,507 

2,481 

1,980 保陀管理センター合む

21,841 

計 1,476,023 1,289,794 : 2,765,817 
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0 平成元年度年間受入： 図書冊数・雑誌種類数

",,, 区 図書受入冊数 雑誌受入種類数
＼ 

部＼. 分 和 害 洋 書 和雑誌 洋雑誌
＼ 

購入寄贈 〗且の 購入寄咽誓
合計
購入瓢誓 購入寄贈誓

合計＼ ＼ 

局 ＼＼ 

附属図書節 5,330 1,001 6,766 7,071 236 5,887 26,291 274 1， 851~ 415 485 - 3,025 

教巽分陪 2,822 38 224 3,089 22 471 6,666 167 232 1 274 6 - 680 

文 呂子 部 4,119 197 277 3,781 335 898 9,607 130 590 2 682 6 - 1,410 

教育学部 1,872 11 550 454 72 2,959 252 401 ―- 192 7 - 852 

怯 学 部 (1,431) (52) (409) (5,855) (109) (450) (8,306) (154) (325) ~(330) (39) - (848 

経済学部 1,512 171 345 1,317 31 552 3,928 145 615 1 283 46 1 1,091 

理 子9当 部 369 24 237 1,054 210 1,850 3,744 133 287 1 753 354 4 1,532 

医 片子今 部 645 91 781 514 50 1,482 3,563 273 578 690 173 2 1,716 

歯 呂子 部 284 41 183 211 2 560 1,281 138 126 213 34 - 511 

薬 呂子 部 133 18 32 93 30 459 765 36 49 - 109 5 - 199 

工 学 部 1,634 102 705 875 17 2,039 5,372 345 435 2 851 96 1 1,730 

）理芯^  学 部 1,976 72 653 855 10 781 4,347 431 848 11 585 330 2 2,207 

獣医学部 169 35 120 199 13 393 929 51 165 137 132 485 

水産学部 887 2 519 152 42 907 2,509 203 638 3 264 438 2 1,548 

言語文化部 (885) (1) (60) (2,692) (o) (170) (3,808) (11) (16) (150) (2) (179 

環境科学研究科 305 126 254 232 917 42 81 1 128 35 1 288 

低温科学研究所 23 2 60 63 455 603 26 366 6 96 222 716 

応用電気研究所 176 3 164 183 526 27 120 120 10~ 277 

免疫化学研究所 11 30 188 229 13 102 1 48 164 

触媒化学研究 1 58 73 251 383 16 1 - 53 15 - 85 
セ ン 夕

スラプ研究 269 2 46 2,347 83 314 3,061 6 143 1 171 58 1 380 
セ ン 夕

大型計算機 19 104 123 36 33 2 55 126 
セ ン 夕

短医期療大技学部術 832 44 201 121 63 1,261 152 129 1 59 1 - 342 

ムロ 計 23,388 1,851 11,886 22,821 1,081 18,037 79,064 2,896 7,790 33 6,178 2,453 14 19,364 

〔部局：集計単位としての部局〕附属図書館には法学部，教養分館には言語文化部， 理学部には情報

処理教育センターと実験動物センター，医学部には附属病院とアイソトープ総合センター，歯学部に

は附属病院，農学部には附属農場と附属演習林，薬学部には機器分析センター，事務局には保健管理

センターの分をそれぞれ含む。以下の統計においても同じ。

［その他〕は，雑誌を製本として受入たもの，および管理換で増となったもの＝図書館の例では自然系

バックナンバーのものとスラブ研からの管理換え＝がほとんどである。
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0 平成元年度 附属図書館利用数

（開館286日）

＼ 部".,局＼V＼＼  分＼ 

開架図書室 書 庫 参考 北方 弓日五口 呂子

館外貸出 館内閲覧 館外貸出 閲覧室 資料室 演習室

人数冊数 冊数人数冊数 利用者数 利用者数 利用者数

文学部 2561 4931 ヽ 467 772 1216 472 

教育学部 380 800 32 48 174 93 

法学部 3196 6051 587 781 424 72 
呂子

経済学部 1174 2353 108 152 460 43 

理学部 2716 5344 40 58 164 36 
生
医学部 288 481 3 3 23 14 

所 歯学部 325 659 3 4 42 3 

薬学部 382 712 4661 

゜ ゜
21 11 269 

属 工学部 1241 2337 17 20 134 115 

農学部 1009 1888 25 30 88 61 

部
獣医学部 123 310 

゜ ゜
22 ;[ 

局
水産学部 15 30 

゜ ゜
25 5 

教養部 5500 10558 269 376 378 499 

研究所ほか 77 115 

゜ ゜
126 63 

医療短期大 329 613 / 5 8 28 9 I 

□¥、区 分
開架図書室 書 庫 参考 北方 弓ロ五ロ 巴子

＼ ‘‘ 館 外貸出 館内閲覧 館外貸出 閲覧室 資料室 演習室
＼ ＼ 

部 局＼＼ 人 数冊 数 冊 数 人 数冊 数 利用者数 利用者数 利用者数

院 生 3066 7591 1810 4146 
I 

l 1578 
41 l 教 官 1162 2420 1685 6125 214 

職 -昌, 808 2534 143 456 

学外利用者 221 554 2052 293 805 389 912 I 

゜
利用者合計 24573 / 

／ 

4175 5487 ／ ／ " ／ ／ 3714 2453 483 

利用冊数合計 / 50281 8291 / 13784 
7414 ) 

2) 

1496 486 

註 1) 国連資料 •OECD 資料 •EC 資料・図書館学資料及び参考図書（一夜貸出）
2) 館外貸出冊数のみ。

3) 参考閲覧室，北方資料室の学内利用者は学生欄にまとめた。
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O平成元年度 教養分館利用数

（開館290日）

-~ 区 分
開（館架外図貸書出室） 語（館学内演利習用室） ビデオ視l聴用室） 

'・・ （館内禾',, 
へ、

部 局 . 冊 数 i人 数 巻 数 i人 数 巻 数人 数
＼ 

文 呂子~ 部 1450 792 33 28 8 8 

教育学部 99 62 

゜ ゜
11 ， 

法 呂子 部 437 262 50 34 38 31 

経済学部 586 346 31 28 60 43 

理 学 部 2579 1451 5 5 18 12 

医 子呂 部 368 240 2 2 7 6 

歯 ，子、江 部 181 99 2 1 1 1 

薬 子呂 部 439 248 4 4 23 20 

工 学 部 2039 1193 37 36 63 48 

衷［出 子呂 部 464 265 2 2 14 14 

獣医学部 218 123 

゜ ゜
3 2 

水産学部 5 3 5 3 1 1 

教 捉 部 38766 22727 649 585 1589 1320 

医療短期大 118 70 

゜ ゜
， 5 

院 生 1044 601 34 30 79 59 

教 官 681 378 3 2 59 23 

職 員 1112 560 2 2 13 12 

学外利用者 63 34 5 5 32 32 

利用者合計 50649 29454 864 767 2028 1646 

館外貸出• 分類別

（教養分館）

000 総 苔叫74 2217 

100 哲 学 2454 

200 宗 教 254 

300 社会科学 4718 

400 語 呂子 702 

500 純粋科学 19598 

600 応用科学 2473 

700 芸 術 1211 

800 文 ,"L子, 4491 

900 地理・歴史 5051 

文 庫•新 書 7327 

雑 誌 153 

メロ 計 50649 
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0 平成元年度 文献複写• 相互利用統計

I. 国内： 附属図書館相互利用掛を経由して学外へ依頼した件数（国立• 私立とも）

申込部局 附図書属館 文学部＇ 法学部 教学部育 理学部 歯学部 薬学部 工学部 農学部 獣学部医

件"" 数 3 34 362 23 7 4 2 5 30 7 

申込部局 文言化部語 科環境学 低温研 応電研 触媒研 免疫研 短医療大 実生物験セ その他 合計

件数 44 139 6 76 14 10 99 I 9 5 879 

II. 国内： 国立大学等図書館間相互における文献複写で各部局図書掛が受付．依頼を行った

件数

部局伽喜文 1 教 経 理 1 医 I 歯 薬 工 農獣医水産低温合計

：：ロニ：: :: :, 1, ニ,:I. :: 1, ニ1ロニ;j_::ニ
III. 国外への依頼件数（参考調査掛）

英 米 西 独ソ 連オランダベルギーフランス;;;ト その他 合 計

209 157 54 37 11 11 ， 6 I 21 I 515 

IV. 図書館間相互貸借（相互利用掛） 0他館への貸出 849tHJ o他館からの借用 294冊

V. 附属図書館電子複写・マイクロ業務実績（館内分を除く）（相互利用掛）

＼中込名＼写＼室＼、

処理枚数・ コ マ数

件数 複点写論数文 内 訳

数 複 マイクロマイクロ 伸付リーダー総 電子写 フィルムフイソシュ引焼 プリンター
（件） （点） （枚） （コマ） （枚） （枚） （枚）

学内者 238 529 15,570 961 5,823 180 8,786 

学外者 3,551 4,910 60,993 59,683 1 1,309 

合 計 3,789 5,439 76,563 60,644 5,824 180 10,095 

VI. 参考質問（参考調査掛）

所在調査 i書誌調査 I事項調査 i利用指導 I伯報検索 合 計

2,816 379 634 1,311 179 5,319 
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平成元年度 CLARK統計

ー13| 
端末機設置

部
霊
名
台数

附属図書館 21 

遡及入力 15 

法 子呂 部 1 

スラブ研セ 1 

教養分館 7 

教 養 部 1 

言語文化 1 

文 呂子 部 6 

教育学部 3 

経済学部 4 

理 ,= 子 部 5 

医 ,= 子 部 5 

歯 ,= 子 部 2 

薬 学 部 2 

工 呂子 部 7 

哀.. 呂子 部 7 

獣医学部 2 

水産学部 4 

環境科学 1 

低 温 研 1 

応 電 研 1 

触 媒 セ 1 

免 疫 研 1 

医療短大 1 

北 教 大 12 

ムロ 計 112 
ムロ

図書データベース登録数 学術情報

セン9タ胃ー累 計 への

年間増加合計和書洋書 闊
14,240 151,983 94,803 57,180 109,553 

156,986 ② ー

〗知 女 食 古 女

1,146 1,292 73 1,219 玄
6,716 105,270 73,395 31,875 57,763 

△ △ △ △ 乙

△ ヽ △ △ △ 

7,977 75,868 33,333 42,535 51,620 

2,443 36,825 29,943 6,882 24,484 

2,845 36,917 20,103 16,814 28,104 

1,646 22,029 9,373 12,656 14,497 

2,174 22,752 12,763 9,989 15,314 

572 10,122 7,004 3,118 6,020 

348 911 678 233 675 

3,260 58,255 41,759 16,496 27,482 

2,090 43,479 33,455 10,024 23,534 

347 1,245 619 626 926 

926 3,973 3,331 642 2,705 

427 2,281 1,723 558 1,749 

46 754 467 287 573 

332 672 363 309 555 

130 546 102 444 464 

22 170 42 128 67 

1,287 14,065 12,175 1,890 9,854 

16,305 29,836 26,277 3,559 

222,265 619,245 401,781 217,46冊4 375,939 
冊 冊 冊 件

雑誌データベース登録数

所純蔵誌数雑誌延受べ入誌雑数誌製本単位

16,603 2,397 199,883 

古 880 玄

女 250 女

1,020 974 8,550 

△ △ △ 

△ △ △ 

2,219 1,414 5,082 

1,826 891 2,911 

2,982 1,096 10,517 

3,665 1,818 6,415 

4,323 2,044 7,820 

531 567 1,637 

351 259 2,704 

3,700 2,292 7,185 

4,876 2,247 5,793 

864 513 1,222 

3,323 1,710 5,569 

382 304 3,303 

1,114 721 2,239 

313 172 1,649 

186 85 907 

111 66 858 

325 284 2,264 

7,985 

37,658誌 20,984誌
276,508 

延!69べ,7誌93数誌純13誌,8数22誌 冊

シスアムを
使用しての貸出

研究室一般貸出

38,398 50,281 

10,771 

゜7,425 50,649 5,931 

30,749 

80,961 

13,364 

47,434 

24,691 

13,352 

11,763 

547 

48,158 

41,649 

1,335 

7,976 

5,259 

42 

626 

36 

180 

3,645 

29,839 

424,131 100,930 
冊 冊

検索回数1台平均
⑧ 

利用者用業務用

31,4.46 12,549 

6,223 

13,506 

3,956 

32,190 6,508 

4,523 

1,432 

13,041 4,759 

6,286 9,546 

18,257 16,109 

15,134 10,636 

9,805 5,831 

6,924 3,066 

7,451 3,493 

15,529 4,347 

22,655 10,290 

3,233 2,503 

9,971 9,686 

6,598 

1,749 

4,409 

2,410 

584 

3,058 

8,789 

18,429 8,336 

6,749 
総合計1,232,380回

注記 ①部局名＝附属図書館には大計センターの数を含む。女欄は附属図書館に，△欄は教養分館に含まれる。スラプ研セで処理した資料は附属図書館に移管さ
れる。

②遡及入力の累計414,817冊は各部局の累計に含まれる。⑧蔵書検索画面で検索語を入力し実行キーを押した回数。
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CLARK検索 Q&A

Q: 検索にあたってはまず何を念頭におくとよいのでしょうか。

A: まず書名から検索するようにして下さい。これは， CLARKは蔵書の検索，つまり，北大

での特定の資料の所在を探すということを目的として設計されていることによります。

「特定の」というとき，最も安定して機祀しうる応のとして書名があり，署者名とか書名

中の言葉はその機鮨を補完するものと考えられています。

Q: 書名を検索するとぎに江意することはどんなことでしょうか。

A: 15文字の範囲内 (20文字までタイプ出来ますが，有効なのは 15文字です）で， 日本語は

カタカナ形を字間を空けないで，外国語はローマ字形を単語ごとにスペース一つを入れ

て入力するようにして下さい。 その瓢 副書名など書名の一部とはされていない言茫は

省いて下さい。

日本語の場合，助詞の「ハ」は「ワ」， 「へ」は「エ」， 「ヲ」は「オ」， あるいは， 「便

覧」は「ペンラン」，「研究所」は「ケンキュウジョ」のように統一された表記となって

いることに江應して下さい。

そして，外国語では最初の冠詞は省いて検索することになります。

（例） The world of the cell・.... ・WORLD OF THE CELL 

A Laodicean : a story of to-day・.. LAODICEAN 

（国名） （副書名）

Q: 著者名ではどんなことがありますか。

A: 著者名は「姓名」の順で入力し，姓と名との間にはスペース一つを入れて下さい。

著者が多数の場合は最初の著者名を入力するようにした方がよいでしょう。

それから，翻訳図書の著者名は，まず，原語の綴りでの検索を優凡して下さい。

また，「KUHNTHOMAS S」をヒットさせるために， その完全な形を知らないとき

には， 1KUHN T¥」のように¥記号を使った前方ー数の機能は椙れると使利なしの

です。

Q: 書名中にある言葉を入力してもヒットしないこともありますが。

A: CLARKは書名中の言葉でも検索できますが， これは上四を表す語に限ります。

ですから， 冠詞や接続詞は心ちろん， ［概論」「入門」のようにt題を表さない語は通常
は検索語とはなっていません。

もう一つ， 言葉の入力の仕方で， 日本語の按頭語や按尼詔は分割しないで入力して―F

さし‘。

（例） 占名： 哲学的・政治的プロフィール……「テツガク」「セイジ」ではヒットしま

せん。「テツガクテキ」「セイジテキ」と入力して下さい。

-14-
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図誉館（室）利用 について

オンライソ検索を行うと，「所在」情報に研究室（教官室名等）が表示されますが，ほとん

どの場合，別用者が直接研究室等から惜りることはで合ません。また，他部局所属利用者が利

川するときには一定の訓恨崎があること心あり主す。下表を参考にしてください。

北海道大学図書館（室）利用一覧

図苫窒名

附属図書館

内線

学生教

3956 

貸 出

学生証図書館利用証

教官研究室所在図書
開館時間 図書室の

利用窓口図書室への 昼休時間

学科図
事前の問い の利用

官図書掛主圭研究室合わせ 月一金 土
Fヨ土

① 9:00—① 9:00-1 
20:00 16:30 可

教費分館 I5575 I // 
” 

① //厄）／／
” 

文学部 3061I 9:00- 9:00-

” 
翡分証明書又
は図 0 不菱 17:00 12:301 不可

教育学部 I3085 I // 

経済学部 3168 I 11 

珂学部 I2667 I // 

” 
// 

” 

0

0

 

要 ” ” 
// 

” 
01不要

II // II 

” 
// 可

医学部 I5016 

面学部 I4210 
” ゜” 
” 
” ゜

互〈nl 

” 
② 9:00—② 9:00-

I 喜。~o責
17:00 12:30 ” 

虻学部 Is219 I 11 I身分』明書 IO
-―'  

工学部 6136 // 身分証明言又
は図

゜I 批学部 4122 // 身分証明書 〇

” 
” 
” 
” 
” 
” 

不可

可

” ” ” ” 

~l~f~~=;; に分復[事(1-11~~ロロ
スラブ研 3310 貸出不可 研究室には図書を置いていない

圧三知大一｀ロバ，，,,闊証明円又［〕 要

※凶： 区I畠館利用証
※閏虹は全部局可能であるか，学生証又は身分証切臼が必要
※①夏季• 冬季• 春季は月一並： 9:00-17:00, 土： 9:00-12:30 ②冬季は月一金： 9 :00-18:00, 
土： 9:00-13:30 ③月。木： 9:00-18:00 

※昼休時間とは 12:00-13:00である。ただし，医原短大は 12:10-13:10

” 
II 不可

⑧ 9:00- 9:00-
17:00 12:30 ” 

- 15 -
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奪≫会議

第 143回 図書館委員会 ＜平成 2年 3月13日（火）＞

（議題）

1. 乎成 3年度概算要求青項について

2. 附属図書館資料の不用決定及び廃棄処理要領について

3. 経済学部図書掛と附属図書館との部分統合について

（報告事項）

1. 大型コレクションの予算配当について

2. 自然系外国雑誌購入費の選戻について

3. 遡及入力について

4. 無手順方式による蔵書検索について

5. 学内に設置してある端末様の稼働状況について

6. 経済学部図書統合に伴う書庫内の移動計画について

第 102回教養分館委員会く平成 2年4月24日（火）＞

（議題）

1. 平成元年度教握分館図書決算について

2. 平成 2年度教旋分館図書予算（案）について

図書担当掛長会議 ＜平成 2年2月28日（水）＞

（議題）

1. 図書館資料の不用決定基準について

図書担当掛長会議 ＜平成 2年6月 12日（火）＞

（議題）

1. CLARKシステム改善（原準パッケージ化）について

北海道地区国立大学附属図書館事務（部・課）長会議 ＜平成 2年 2月22日（木）＞

（議題）

1. 北悔道地区国立大学附屈図書館協議会の議題について

2. ファクシミリの利用について

3. 目録システム講習会（地域謡晋会）について 各大学における成爪及び焚望・提案等

第22回 北海道地区国立大学図書館協議会 ＜平成 2年4月19日（木）＞

（協議事項）

1. 平成2年度図書館職員の研修計画について

2. 「第37回国立大学図書餡協議会総会関係」について

3. 図書館建築基準に関する特別委員会中間報告（案）について

4. 次期当番校について

● 規程等

0 北海道大学附属図書館における図書館資料の不用の決定及ぴ廃棄に関する処理要領

北悔道大学附属図書餡所蔵の図書飽資料・について，文部省所管物品管理冑務取扱規程（昭和32年文部省

訓令）第28条及び第29条に基づき不用の決定及び廃棄をしようとするときは，この要領によるものとする。

- 16ー
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第 1 この要領で図書館資料（以下「資料」という。）とは，備品として豆録された次の各号の一に該当するも

のをいう。

(1) 図書

(2) 象伯 〗志

(3) 視聴賞資料

(4) 記録類

第2 次の各号の一に該当する資料て，管理換又は分類換により適切な処理をすることかてきないときは，不

用の決定をすることができる。

(1) 保存を要すると認められる正本を除いた複本

(2) 期間の利用を目的として取得されに資料で，相当期間を経過したと認められるもの。

(3) 改定版等により，資料内容が利用価値を失ったと認められるもの。

2 資料が此だしく汚損店しくは破損し，補修が不可能なとき又は補修に要する費用が，当該資料の取得等

に要する役用より高価であると認めるときは，不用の決定をすることができる。

3 その他資料を供用することができないと認めるときは，不用の決定をすることができる。

第 3 不用の決定を行う際は，図甚館委員会の承認を得なければならない。

第 4 不用の決定をしに資料のうち，次の各号の一に該当する場合は，靡棄するものとする。

(1) 売り払うことがてきないとき。

(2) 元り払い価格か，売り払いのにめに淡する費用に満たないと認めるとき。

(3) 元り払うことにより， 1』に損失を招くおそれがあると認めるとぎ。

(4) ;_; しり払うことか不利又は不適当と認めるとき。

第5 打務手玩きは，北曲直大学所蔵物晶信迎事務取扱規捏（昭和,13年潤大逹第22号）の定めるところによ

り行うものとする。

第 6 この要領の厖行に閃し，必要な細目は附属図嘉館長が別に定める。

附則 この要飢は平成 2年3月13日から施行する。

0 文献複写規程及び文献複写料金規程の一部改正について

国立大学附）属図，且館の文献復写川証についての取り扱いか本年4月1日以陥改められたこと並びに従来行

っていたマイクロフィルム方式及びマイクロフィッシュ方式による複写を取りやめることに伴い，附属図畠館

文献複写規屈及び附属図書館文献複写料位尻社の一部が改正されました。なお，改正後（本年4月1日以降）

の複写料金は以下のとおりでず。

単 価
性 別 区 ／刀＼ 

呂子 内 呂子 外

リーダプリンターによる複写料主 B4版以下 1枚 20 円 35 円

電壬式復与方式による複写料金 B4版以下 1枚 20 円 35 円

- 17 -
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図書館委員会委員及び教養分館

〇 図書館委員会委員 平成2年 6月8日現在

部 局 1官 ｀氏
名任 期 部 局l官 職氏 名任 期

館 長 近藤潤一 平成3.3.31 農学部 教 授 佐久間敏貼 平成3.3.31

分館長 東出 功 乎成3.3.31 獣医学部 ” 斎藤昌之
乎成3.7.31 

事務局長 大谷 巌 水産学部 ” 高間浩蔵
平成4.4.30

学生部長 石川 武 平成3.3.31 教養部 ” 金沢 甫 平成3.3.31

文学部 教 授 青柳諒二 平成4.3.31 ” 助教授 高橋世絨
平成4.3.31

教育学部 助教授 逸見勝亮 平成4.3.31 言語文化 教 授 福浦飴孝 平成4.3.31

法学部 教 授 古城 誡 平成4.3.31 環境科学 ” illホ寸じ1,)ミ
平成3.5.27

経済学部 ” 石坂昭雄
平成3.3.31 低泊研 助教位 1 芦田正切 平成3.3.31

理学部
” 由井俊三

平成3.3.31 応用研 ” 日合文址
平成2.10.31 

医学部 ” 大里外暑郎
平成4.3.31 免疫研 教 授 珀池九二三 平成4.3.31

医。病院
” 山下 格 平成2.9.15 触媒セ ” 林 民生

平成4.3.31

歯学部 ” 太田 守 平成3.3.31 スラブ研 ” 
木 l、寸 汎 平成3.331 

薬学部 助教授 濱田辰夫 平成4.331 医振知大 ” 和氣和囚
平成3.3.31

工学部 教 授 深井一郎 平成4.5.31I 

0 教養分館委員

部 局 I官

文学部分館長

// 助教授

法学部

教育学部 1教

II 

氏 名任期部局官
.~.... 

東出 功平成3.3.31 四学晶訥

高橋世峨平成4.3. 31 11 教

川人貞史平成4.3.31 言 語

授 1 中川功哉平成3.3.31 文化部 ” 

職 I[絨:I氏名臼闊

加石 JII F軋郎平成3.3.31

杖金沢甫平成3.3.31

竹本幸博平成4.3.31

會受贈図書

本学教職員の方々から附属図書陪と教騰分詑にご寄附いただいた薯作図占でず。ありかとうこ‘さいまし

た。本分館蔵書として永く保存し利用に供させていただきます。今後ともよらしくお願いしまず。

〔本館〕

0名誉教授

今村成和 行政法入門第4版有斐閤 1990

澤口悦郎 鵞異のチタハリ一世紀の祈材if.新技術一村田附翫丸：占 1990 

和田謹吾 北海道文芸時評（観白亭叢刊， 6) 1990 

0文学部

土屋 博 牧会書簡 日本基督教団出版局 1990 

土屋 博（訳）初期キリスト教の礼会学 I-I. c. キー図 ョルダンrt1988 
河内祥輔 頼朝の時代ー1180年代内乱史一平几仕 1990 

O法学部

木佐茂男 人間の尊厳と司法権 日木評論仕 1990

松澤弘陽 日本政治思想（放送大学教材） 放意大学教育限興会 1989 
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0言語文化部

中村健之介

O附属図書館職員

藤島隆•菅原英一（編著）

館〕〔分

ドストエフスキー人物事典 朝日新聞社 1990 

北のアンティクアリアン一札幌古書店の足跡ー北の文庫 1988 

0文

河

O理

橋

退

斎

樋

転

益

高

採

佐

石

0
 

0
 

0
 

学

内

学

本

藤

原

田

橋

藤

丸

置

島

田

田

野

木

岡

藤

田

本

本

水

野

丸

関

本

内

井

配

小

黒

堅

矢

荒

新

伊

坪

山

岡

清

浅

宮

新

岩

岡

石

転

宮

―

―

―

高

松

0

0

 

島

上

沢

本

部

祥

部

智

泰

政

秀

充

幾

憲

賢

弘

教

礼

輔

雄

頼朝の時代ー1180年代内乱史一

基礎課程統計学 共立出版

平凡社 1990 

1990 

● 人事往来

職 (2.3. 31) 

現太郎 （事務部長）

光翌 （情報サービス課相互利用掛）

出 (2.4. 1) 

義孝 国文学研究資料館管理部付（情報システム課長）

克郎 旭川医科大学教務部学生課教務係主任（情報管理課庶務掛）

用 (2.4. 1) 

依理子 情報管理課図書受入掛

恵 愉報サービス課教養分館情報サービス掛

換 (2.4. 1) 

孝 経理部経理課支出掛長（情報管理課会計掛長）

行 情報管理課図書受入掛長（経済学部図書掛長）

孝 ” 教騰分館情報管理掛長（同・情報サービス掛長）
誡 i肖報サービス課資料サービス掛長（農学部図書閲覧掛長）
修 ” 相互利用掛長（同・資料サービス掛長）
弘 // 教養分館情報サービス掛長（歯学部総務課図書掛長）

治 教育学部図書掛長（獣医学部図書掛長）

弘 経済学部 // (情報管理課図書受入掛長）

夫 歯学部総務課図山掛長（教育学部図書掛長）

吉 農学部図甚閲覧掛長（情報サービス課相互利用掛長）

明 獣医学部図書掛長（情報管理課教旋分館情報管理掛長）

ニ 情報管理課庶務掛（工学部総務課人事掛）
子 // 図書受入掛（経済学部図書掛）

子// // (//)  

攻// // (//  

鋭 理学部人,Ji:掛（情報サービス課資料サービス掛）
進 医学部附属病院医事課外来掛（情報管理課図書受入掛）

入 (2.4. 1) 

太郎 事務部長（静岡大学附属図書館事務部長）

洋 由 情報システム課長（岩手大学庶務部庶務課長）

勝 情報管理課会計掛長（旭川医科大学総務部会計課用度第二掛長）

情報サービス課資料サービス掛（函館工業高等専門学校庶務課図書係）
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楡蔭

貸出回数頻度順リスト （本館開架閲覧室：平成元年度）

本館開架閲覧室には学生用学習図書を中心に約 57000冊の図書が配架されている。 約L10%にあたる約

23000冊が年1回以上の貸出があった。これらを貸出された回数順に 50位までリストアップしてみた。

（冊数：備え付け冊数例：上下巻—,z 冊）

順位 圭戸- 名 著者・編者等

1 有炭化学
2 固体物理学入門
3 銀河英雄伝説
4 生化学
5 無楓化学
6 物理化学
7 遣伝子
8 量：子力学
9 ダンス・ダンス・ダンス
10 量子力学
------→ ----―→ → ----------------―――→ ---→ ---→ --11 遺伝子の分子生物学
12 有機化学
13 ノルウェイの森
14 詳解力学演習
15 現代ミクロ経済学
16 生化学
17 細胞の分子生物学
18 小生理学
19 クラム有機化学・問題の解き方
20 刑法概説 2 巻
--← ---← ------・ 
21 ---------------------—• -------

ミクロ経済学入門
22 固体電子論概論
23 注釈日本国憲法
24 うたかたサンクチャアリ
25 カ
26 基礎無機化口
27 入門価格理論
28 物性論
29 レッス刑事訴訟法
30 
• —• -- 古典------------------- 力学→ → → 一ー→--● —-------------31 定醤分析般論重量分析法
32 11-Iおよび13CNMR概説
33 カ
34 債権総二
35 複素関数論とその応用
36 大学演習熱学・統計力学
37 有機化学
38 債権総論
39 憲法の基本問題

悶—-----→｀註熟物理学;~某礎---- ご l::中下---
42 エレクトロニックスの基礎
43 物狸化学 上・下
44 薬理学
45 演習応用解析
46 体と Galois理論
47 統治の機構
48 初等量子力学
49 量子論
50 基礎物理化学

上・下 モリソン＆ボイド
上。下 キッテル
10 巻 田中芳樹
上。下 ストレイヤー
上。下 F.A. コットン［他〕
上・下 W.J. ムーア
上・下 B. レーウィン
2 巻 小出昭一郎
上・下 村上春樹
3 巻 メシア
------------------『_-15~万――ート:ジシー

上。下 T .D. ロバーツ
上畢下 f寸上春樹

後藤憲一
2 巻 J .R・ クワーク

コーン＆スタンプ
上。下 B. アルバート

広重力，加藤正道
S.H. ペイン
大塚仁---------------

四村和雄

上・下

2 巻

2 巻

3 巻

上・下

マーミン
樋口陽―他
古本ばなな
J.B. マリオン
F.A. コットン〔他〕
倉沢資成
黒沢達美
渥美，東祥
ゴー）レドスタイン
-----------
高木誠司

-------—• ---

R. アブラハム〔他〕
ランダウ＆リフシッツ

上中下
上・下-----------------,--

W.R. デリック

久保亮吾絹
ヘンドリックソン
甲斐道太郎［他〕煽
芦部信喜編
ライフ

—• ... ● """""""—• .... 
金森順次郎

................... 

霜田光一
G.M. バロー
伊籐宏
汎l之内治男［他〕
藤崎緑二郎
荷宮四郎
原烏鮮
小出昭一郎
ムーア

出版社

東京化学同人
丸善
徳悶書店
東呆化学同人
培風館
東京化学同人
東京化学同人
裳華房
講談社
東京図書

版

人

出

人

社

貼

郎

版

人

社

人

同

ル

同

糾

畠

社

版

出

同

ン

学

版

ヒ

学

店

店

店

院

店

景

論

出

店

版

人

書

店

規

店

学

ン

店

学

パ
化
社
出
l

化
社
宣
書
閣
書
書
書
書
国
館
評
房
大
書
出
同
図
閤
社
房
古
法
閣
書
館
房
化
党
ェ
書
閣
房
房
化

ソ
京
談
立
口
京
育
且
川
斐
波
岡
林
武
伊
風
木
華
央
岡
立
学
京
斐
談
華
川
一
斐
岡
風
華
京
光
ィ
設
斐
華
華
京

ト
東
講
共
グ
東
教
内
広
有
岩
吉
青
福
紀
焙
日
裳
中
吉
共
化
東
有
講
裳
広
第
有
吉
1

培
裳
東
栄
サ
岸
有
裳
裳
東

m
言
7
7
2
7
6
9
4
7
4
6
4
4
4
1
4
1

翌
翌
373333

翌
砂
2626

喜
2424

旦
22
叫

2
1
2
1
2
0
1
9
1
9
1
8
1
8
1
8
1
8
1
8
認

1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
訪

1616

冊数

6
4
0
9
6
4
5
4
2
5
3
5
2
4
4
3
4
3
2
4
-
3
2
2
1
2
2
2
2
3
2
3
2
1
2
2
2
3
1
1
3
2
2
2
2
1
2
2
1
2
2
 

1

1
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